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第
四
百
七
十
七
回 

青
葉
会
句
会
報 

 
 

句
会
：
令
和
八
年
一
月
二
十
二
日(

木)  
 

十
三
時
か
ら 

於
：
丸
紅
（
株
）
本
社
４
階
会
議
室 

 

選 
 

者 

川
口
孤
舟 

句
会
出
席 
柿
崎
忠
彦 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

土
谷
堂
哉 

 

西
澤
國
護 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 

熊
谷
く
に
お 

小
早
健
介 

田
島
正
己 

古
川
百
合
子 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

投
句
の
み 

豊
田
ゆ
た
か 

選
句
の
み 

梅
崎
く
す
を 
重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

福
島
正
明 

 

山
本
三
恵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖ 

【
互 

選 

句
】 

句
の
上
に
配
し
た
◎
は
孤
舟
選
者
の
選
。 

（ 

）
内
の
〇
は
互
選
句
選
者
の
「
天
」 

十
二
点 

北
国
の
た
め
息
聞
こ
ゆ
雪
五
尺 

 
 
 

千
恵 

 
 
(

〇
と
・
〇
健
・
た
・
己
・
堂
・
國
・
昇
・
啓 

亜
・
け
・
天
・
〇
盛
） 

 

八
点 

◎
一
言
が
気
に
懸
か
り
た
る
賀
状
か
な 

 
 
 

堂
哉 

 

（
く
す
・
孤
・
千
・
孝
・
己
・
國
・
昇
・
三
） 

八
十
路
来
て
七
種
粥
の
し
み
じ
み
と 

 
 
 
 

仝 
 

（
忠
・
と
・
た
・
清
・
正
・
百
・
け
・
盛
） 

◎
半
分
が
又
そ
の
半
分
に
雑
煮
餅 

 
 
 
 
 

正
明 

 

（
く
す
・
孤
・
忠
・
五
・
國
・
昇
・
百
・
啓
） 

 

六
点 

◎
は
ら
か
ら
と
お
国
訛
り
の
初
電
話 

 
 
 
 
 
   

昇 
  

（
孤
・
と
・
龍
・
清
・
隆
・
盛
） 

◎
今
時
の
歌
は
散
文
年
暮
る
る 

 
 
 
 
 
 
 
  

啓
子 

 

（
孤
・
く
・
健
・
五
・
千
・
龍
） 

ひ
と
と
せ
を
耐
へ
て
椿
の
綻
び
ぬ 

 
 
 
 
 
    

仝 
 

（
く
す
・
健
・
た
・
孝
・
正
・
け
） 

 

五
点 玄

関
に
た
れ
か
れ
の
こ
ゑ
大
福
茶 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 

（
五
・
〇
龍
・
己
・
啓
・
亜
） 

◎
立
ち
尽
く
す
逆
転
負
け
の
ラ
ガ
ー
た
ち 

 
 
 
 

健
介 

 

（
孤
・
龍
・
昇
・
啓
・
け
） 

◎
微
酔
帯
ぶ
戦
な
き
世
の
初
詣 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
く
す
・
孤
・
く
・
堂
・
三
） 

 

四
点 

◎
雪
女
秘
境
の
駅
に
佇
み
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 

（
孤
・
健
・
孝
・
〇
昇
） 

雲
海
に
浮
か
ぶ
白
富
士
初
飛
行 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
た
・
清
・
允
・
百
） 

初
風
呂
や
一
念
託
す
四
肢
に
触
る 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
堂
・
孝
・
清
・
三
） 
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三
点 元

朝
や
笹
鳴
く
潟
の
深
き
黙 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
く
す
・
啓
・
三
） 

忘
ら
れ
ぬ
寒
の
こ
の
日
の
大
震
災 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
忠
・
堂
・
正
） 

能
堂
に
神
の
連
れ
舞
淑
気
満
つ 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
五
・
け
・
三
） 

年
の
瀬
や
席
を
譲
ら
れ
歳
を
知
る 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

  

（
く
・
允
・
正
） 

◎
お
久
し
ぶ
り
の
声
行
き
交
う
や
初
詣 

 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 (

忠
・
孤
・
允) 

◎
冬
の
駅
湯
気
に
ま
み
れ
て
す
す
る
蕎
麦 

 
 
 

百
合
子 

 
 

（
孤
・
た
・
國
） 

去
年
今
年
跨
い
で
星
の
光
り
合
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
〇
く
す
・
五
・
龍
） 

初
夢
や
目
覚
め
の
間
（
あ
わ
ひ
）
迷
ひ
道 

 
 
 

啓
子 

 
 

（
〇
孝
・
亜
・
盛
） 

◎
屠
蘇
散
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
そ
れ
何
と 

 
 
 

亜
也 

 
 

（
孤
・
千
・
啓
） 

年
賀
状
待
ち
く
た
び
れ
て
昼
餉
か
な 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
隆
・
百
・
天
） 

 

二
点 年

越
し
の
蕎
麦
を
す
る
す
る
酒
美
味
し 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
允
・
正
） 

細
葱
を
刻
む
俎
始
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

く
に
お 

 
 

（
天
・
〇
三
） 

冬
ぬ
く
し
六
文
字
を
彫
る
雅
印
か
な 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
百
・
啓
） 

◎
大
吉
を
喜
ぶ
べ
き
か
初
詣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
孤
・
千
） 

振
袖
は
母
娘
孫
へ
と
成
人
の
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
堂
・
盛
） 

歌
舞
伎
座
へ
た
ん
す
に
眠
る
毛
皮
着
て 

 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
亜
・
天
） 

冬
晴
れ
に
白
波
高
く
荒
れ
る
瀬
戸 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
く
・
允
） 

義
母
（
は
は
）
送
る
師
走
の
空
は
涙
顔 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
と
・
隆
） 

冬
の
空
星
降
る
ご
と
き
流
れ
星 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
く
・
國
） 

孫
来
る
半
世
紀
ぶ
り
の
独
楽
回
し 

 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
正
・
天
） 

活
き
活
き
と
漢
温
ま
る
柚
子
湯
か
な 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
允
・
盛
） 

節
料
理
女
賑
わ
ふ
厨
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
己
・
亜
） 

十
一
人
親
族
集
ま
り
雑
煮
膳 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
龍
・
隆
） 

初
夢
は
家
で
転
ん
で
膝
さ
す
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
天
・
啓
） 

逝
き
し
日
の
パ
ジ
ャ
マ
そ
の
ま
ま
年
惜
し
む 
 

百
合
子 

 
 

（
く
・
己
） 

ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
門
松
を
置
く
飾
棚 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
健
・
國
） 

我
が
町
の
い
つ
も
と
違
ふ
初
景
色 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
五
・
清
） 

淑
気
溢
ち
朝
焼
け
滲
む
東
山 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
堂
・
清
） 

元
旦
や
干
支
の
鈴
さ
げ
息
子
来
る 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
啓
・
亜
） 

 

一
点 い

つ
し
か
に
守
ら
れ
る
側
年
迎
ふ 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
孝
） 

庭
先
の
蠟
梅
空
へ
花
満
開 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
己
） 

せ
ち
料
理
老
夫
婦
分
お
取
り
寄
せ 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
隆
） 

ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
歩
く
が
如
し
寒
鴉 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
け
） 

近
松
の
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
初
芝
居 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
と
） 
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発
起
し
て
ク
ス
ワ
ッ
ト
始
む
寒
の
入
り 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
と
） 

初
夢
を
見
た
ね
忘
れ
た
老
夫
婦 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
隆
） 

冬
空
や
浮
か
ぶ
雲
な
く
息
白
く 

 
 
 
 
 
  

國
護 

 
 
 

（
た
） 

賀
状
読
み
心
触
れ
合
い
胸
温
み 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
千
） 

連
日
の
青
空
続
き
松
納
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
忠
） 

参
道
を
神
馬
曳
か
れ
て
淑
気
満
つ 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
千
） 

◎
の
し
の
し
と
ふ
く
ら
雀
の
妊
婦
さ
ん 

 
 
 

百
合
子 

 
 
 

（
孤
） 

ゆ
る
や
か
な
母
の
ゆ
ま
り
や
寒
の
入
り 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
啓
） 

凍
て
星
や
日
比
谷
通
り
に
尾
灯
星 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
健
） 

相
次
い
で
経
文
聴
く
や
冬
ざ
る
る 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
百
） 

お
年
玉
も
ら
い
し
孫
が
ハ
グ
を
す
る 

 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
忠
） 

玲
瓏
た
る
み
ず
ほ
の
国
の
初
景
色 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
昇
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§ 

【
句 

評
・
短 

評
】 

十
二
点
句 

北
国
の
た
め
息
聞
こ
ゆ
雪
五
尺 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
能
登
の
近
く
に
あ
る
娘
婿
の
実
家
が
一
昨
年
元
旦
の
大
地
震
で
壊
れ
一
家
で
避
難
、
そ
れ
以
来
両
親 

が
体
調
崩
し
病
気
が
ち
に
。
加
え
て
今
冬
は
豪
雪
。
正
に
た
め
息
で
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
読
む
人
そ
れ
ぞ
れ
が
、
こ
の
お
句
か
ら
想
像
を
膨
ら
ま
せ
る
事
の
出
来
る
秀
逸
句
と
思
い
ま
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
最
近
の
大
雪
情
報
を
思
う
と
た
め
息
以
上
の
も
の
を
感
じ
る
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
今
年
の
青
森
や
秋
田
の
方
に
は
、
こ
の
積
雪
で
熊
が
出
な
い
の
は
歓
迎
だ
け
ど
、
や
は
り
雪
掻
き 

は
大
変
と
複
雑
な
た
め
息
が
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
誰
し
も
自
ず
と
思
い
遣
る
こ
と
に
な
る
、
こ
の
豪
雪
の
寒
中
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
本
当
に
今
年
の
雪
は
ひ
ど
い
。
酸
ヶ
湯
で
は
日
常
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
た
め
息
ど
こ
ろ
で
は
あ 

り
ま
せ
ん
ね
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
温
暖
の
瀬
戸
内
に
住
む
小
生
に
と
っ
て
雪
の
怖
さ
が
十
分
に
伝
わ
る
一
句
で
す
。
中
七
の
「
た
め 

息
聞
こ
ゆ
」
が
全
て
で
す
。 

 

八
点
句 

一
言
が
気
に
懸
か
り
た
る
賀
状
か
な 

 
 
 

堂
哉 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
読
み
手
を
不
安
に
さ
せ
る
一
言
と
は
・
・
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
賀
状
に
は
あ
ま
り
詳
し
く
は
書
け
な
い
だ
け
に
余
計
気
に
な
り
ま
す
。 

八
十
路
来
て
七
種
粥
の
し
み
じ
み
と 

 
 
 

堂
哉 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
七
種
粥
を
食
べ
る
こ
と
で
八
十
路
を
迎
え
た
喜
び
を
上
手
く
表
現
し
て
い
る
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
習
わ
し
と
は
言
え 

私
も
七
種
の
お
粥
の
良
さ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
最
近
、
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
や
行
事
が
身
に
沁
み
ま
す
。 

半
分
が
又
そ
の
半
分
に
雑
煮
餅 

 
 
 
 
 

正
明 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
雑
煮
が
喉
に
詰
ま
る
事
故
が
多
い
。 
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五
郎
太
さ
ん
・
・
私
も
娘
た
ち
も
半
分
に
し
ま
し
た
。「
半
分
を
ま
た
半
分
に
」
よ
り
、
字
余
り
の
こ
ち
ら
の
表
現
の 

ほ
う
が
い
い
で
す
ね
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
歳
を
取
る
と
食
が
細
く
な
る
。
雑
煮
餅
が
半
分
に
な
り
、
今
年
は
そ
の
半
分
と
四
分
の
一
に
。 

情
け
な
く
な
る
。
そ
の
気
持
ち
良
く
分
か
る
。
半
分
の
リ
フ
レ
イ
ン
の
調
子
も
良
く
て
上
手
い
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
年
々
細
る
食
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
の
が
雑
煮
餅
で
す
ね
。 

 

六
点
句 

は
ら
か
ら
と
お
国
訛
り
の
初
電
話 

 
 
 
 
 
  

昇 
 
  

孤
舟
選
者
・
・
・
幼
友
達
と
は
つ
い
お
国
訛
り
の
会
話
と
な
る
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
お
互
い
に
楽
し
み
な
初
電
話
で
す
ね
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
正
月
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
が
伝
わ
る
。 

今
時
の
歌
は
散
文
年
暮
る
る 

 
 
 
 
 
 
 
  

啓
子 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
テ
ン
ポ
と
い
い
外
来
語
の
歌
詞
と
い
い
、
年
寄
り
に
は
な
か
な
か
馴
染
め
な
い
。 

く
に
お
さ
ん
・
・
昨
今
は
歌
ば
か
り
で
な
く
、
俳
句
に
も
散
文
調
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
紅
白
は
知
ら
な
い
歌
手
ば
か
り
、
歌
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
昭
和
の
歌
の
歌
詞
は
口
ず
さ
み
た
く
な
る
よ
う
な
詩
に
な
っ
て
ま
し
た
ね 

龍
平
さ
ん
・
・
・
今
始
ま
っ
た
話
し
と
も
思
え
ま
せ
ん
が
・
・ 

ひ
と
と
せ
を
耐
へ
て
椿
の
綻
び
ぬ 

 
 
 
 
 
  

啓
子 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
最
近
の
厳
し
い
気
候
を
考
え
る
と
椿
が
綻
び
る
だ
け
で
ほ
っ
と
す
る
も
の
が
あ
る
。 

 

五
点
句 

玄
関
に
た
れ
か
れ
の
こ
ゑ
大
福
茶 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
中
七
上
手
で
す
。
賑
や
か
な
お
正
月
で
す
ね
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
こ
い
つ
は 

春
か
ら
縁
起
が
良
い
ワ
イ 

で
す
ネ
ン
？ 

忽
ち
嬉
し
ゅ
う
成
り
マ
ス
ガ
ナ
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
年
始
客
の
多
か
っ
た
昭
和
の
正
月
を
彷
彿
。 

立
ち
尽
く
す
逆
転
負
け
の
ラ
ガ
ー
た
ち 

 
 
 
 

健
介 
 

 

孤
舟
先
生
・
・
・
接
戦
で
負
け
た
悔
し
さ
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
無
念
は
晴
れ
ず
そ
れ
以
外
に
何
が
出
来
ま
す
で
し
ょ
う
？ 

啓
子
さ
ん
・
・
・
１
分
足
ら
ず
の
中
で
の
ト
ラ
イ
！ 

歓
喜
と
呆
然
悲
喜
交
々
。 

微
酔
帯
ぶ
戦
な
き
世
の
初
詣 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
平
和
な
日
本
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
幸
せ
。 

 

四
点
句 

雪
女
秘
境
の
駅
に
佇
み
ぬ 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
雪
深
い
秘
境
の
駅
頭
で
、
雪
女
と
思
わ
れ
る
老
婆
に
出
く
わ
し
た
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
雪
深
い
山
奥
の
辺
境
の
駅
に
は
、
如
何
に
も
雪
女
が
出
て
来
そ
う
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
汽
車 

を
待
つ
女
性
が
雪
女
に
見
え
た
の
か
も
。
秘
境
の
駅
が
実
に
良
く
効
い
て
い
る
。 

 

雲
海
に
浮
か
ぶ
白
富
士
初
飛
行 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
初
飛
行
で
見
る
雲
海
に
浮
か
ぶ
富
士
の
美
し
さ
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
飛
行
機
に
の
る
醍
醐
味
！ 
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三
点
句 

元
朝
や
笹
鳴
く
潟
の
深
き
黙 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
元
朝
と
深
き
黙
の
取
り
合
わ
せ
に
、
新
た
な
年
を
迎
え
た
早
朝
の
祈
り
に
近
い
も
の
を
感
じ
ま
し 

た
。
「
元
朝
」
と
「
笹
鳴
く
」
は
季
重
な
り
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ち
っ
ち
と
密
か
に
鳴 

く
声
を
添
え
て
尚
、
黙
を
超
え
る
雰
囲
気
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。 

能
堂
に
神
の
連
れ
舞
淑
気
満
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
み
子 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
お
能
初
め
、
舞
う
の
は
「
翁
」
で
し
ょ
う
か
。 

年
の
瀬
や
席
を
譲
ら
れ
歳
を
知
る 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

  
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
自
分
で
は
判
ら
な
い
が
端
か
ら
見
れ
ば
い
い
歳
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
。
数
年
前
か
ら
す
な
を
に
好 

意
を
受
け
て
い
る
。 

お
久
し
ぶ
り
の
声
行
き
交
う
や
初
詣 

 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
寒
気
の
た
め
暫
く
外
出
を
控
え
て
い
た
が
・
・
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
近
所
に
居
て
も
普
段
は
ほ
と
ん
ど
会
う
こ
と
や
話
を
す
る
こ
と
が
な
い
が
、
お
正
月
に
は
初
詣
な 

ど
で
会
っ
た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

去
年
今
年
跨
い
で
星
の
光
り
合
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

昇 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
大
空
で
も
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

冬
の
駅
湯
気
に
ま
み
れ
て
す
す
る
蕎
麦 

 
 
 

百
合
子 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
駅
ホ
ー
ム
の
立
ち
食
い
蕎
麦
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
が
ら
ん
と
し
た
冬
の
駅
で
暖
か
い
蕎
麦
を
食
べ
る
情
景
が
浮
か
ぶ
。 

初
夢
や
目
覚
め
の
間
（
あ
わ
ひ
）
迷
ひ
道 

 
 
 

啓
子 

 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
明
け
方
に
見
る
夢
は
思
う
よ
う
に
な
ら
ぬ
事
ば
か
り
。
ま
し
て
初
夢
と
も
な
る
と
尚
更
で
す
。
共
感 

し
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
迷
い
道
」
が
何
と
も
好
み
で
す
。
旧
カ
ナ
は
「
あ
は
ひ
」
？ 

 
 

※
編
集
子
・
・「
間
」
に
つ
い
て
、
亜
也
さ
ん
の
ご
指
摘
通
り
、
旧
か
な
表
記
は
「
あ
は
ひ
」
が
正
し
い
。 

屠
蘇
散
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
そ
れ
何
と 

 
 
 

亜
也 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・「
お
屠
蘇
」
が
分
か
ら
な
い
若
者
が
増
え
た
よ
う
だ
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
お
正
月
用
に
屠
蘇
散
を
購
入
す
る
こ
と
は
必
須
で
す
！
で
も
最
近
は
お
屠
蘇
を
飲
ま
な
い
家
が
多 

い
み
た
い
。
そ
の
せ
い
か
ど
う
か
そ
の
必
須
の
ア
イ
テ
ム
を
私
自
身
購
入
を
忘
れ
る
と
い
う
大
失 

態
を
犯
し
ま
し
た
。 

年
賀
状
待
ち
く
た
び
れ
て
昼
餉
か
な 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
年
賀
状
仕
舞
い
も
あ
る
が
続
け
た
い
。
年
賀
状
が
墨
字
か
ら
ペ
ン
に
変
わ
っ
た
人
、
九
十
五
歳
に
な 

る
の
で
お
仕
舞
に
し
ま
す
と
添
書
き
の
人
。
年
賀
状
は
人
生
で
あ
る
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
十
年
以
上
前
に
止
め
て
し
ま
っ
た
年
賀
状
で
す
が
、
待
ち
く
た
び
れ
て
い
た
あ
の
頃
が
懐
か
し
い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
去
年
頃
ま
で
は
お
雑
煮
の
頃
に
は
賀
状
が
届
い
た
も
の
で
す
が
、
人
手
不
足
か
今
年
は
昼
餉
に
も
間 

に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。 

二
点
句 

年
越
し
の
蕎
麦
を
す
る
す
る
酒
美
味
し 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
正
月
の
用
意
も
済
ま
し
、
年
越
し
蕎
麦
を
す
す
り
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
飲
む
酒
の
味
。 

細
葱
を
刻
む
俎
始
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

く
に
お 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
何
の
用
途
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
妻
も
冷
蔵
庫
か
ら
細
葱
を
持
っ
て
来
て
と
よ
く
云
い
ま
す
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
年
一
番
が
、
直
接
年
始
を
連
想
さ
せ
る
素
材
で
は
な
い
こ
と
が
さ
ら
っ
と
表
現
さ
れ
て
い
て
面
白
い
と
思 
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い
ま
し
た
。
鍋
の
薬
味
用
で
し
ょ
う
か
。 

冬
ぬ
く
し
六
文
字
を
彫
る
雅
印
か
な 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
ど
ん
な
六
文
字
を
彫
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
書
か
絵
か
、
ど
こ
か
に
展
示
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
、
雅
印
を
作
る
少
し
誇
ら
し
い
よ
う
な
嬉
し 

さ
。
上
五
の
季
語
の
選
択
に
お
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

大
吉
を
喜
ぶ
べ
き
か
初
詣 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
大
吉
よ
り
中
吉
の
方
が
未
来
を
約
束
さ
れ
る
よ
う
だ
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
こ
の
一
年
世
界
中
が
心
の
冷
え
る
こ
と
ば
か
り
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
個
人
的
な 

「
吉
」
を
た
だ
喜
ん
で
い
て
良
い
の
か
な
あ
ん
て
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。 

振
袖
は
母
娘
孫
へ
と
成
人
の
日 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
三
代
が
使
用
の
美
し
き
振
袖
、
家
族
愛
そ
の
も
の
で
す
。
晴
れ
や
か
な
成
人
の
日
。 

歌
舞
伎
座
へ
た
ん
す
に
眠
る
毛
皮
着
て 

 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ハ
レ
の
日
を
大
切
に
す
る
心
意
気
に
一
票
。
多
少
重
い
の
は
我
慢
す
る
と
し
て…

。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
男
は
厚
手
の
オ
ー
バ
ー
か
、
ダ
ウ
ン
で
済
み
ま
す
が
女
性
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
皆
さ
ん
お
し
ゃ 

れ
し
て
い
ま
す
ね
。 

冬
晴
れ
に
白
波
高
く
荒
れ
る
瀬
戸 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
上
五
「
冬
晴
れ
や
」
下
五
「
瀬
戸
荒
る
る
」
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
強
風
に
吹
き
払
わ
れ
た
青
空
と
白
波
立
て
る
瀬
戸
の
海
。 

義
母
（
は
は
）
送
る
師
走
の
空
は
涙
顔 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
義
母
と
の
出
会
い
も
稀
有
な
確
率
。
自
ず
と
涙
顔
。 

 

孫
来
る
半
世
紀
ぶ
り
の
独
楽
回
し 

 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
孫
の
保
育
園
も
。
独
楽
回
し
や
、
カ
ル
タ
や
色
々
と
遊
び
を
さ
せ
ら
れ
て
爺
さ
ん
の
う
ま
さ
を
見 

せ
た
も
の
で
す
。 

活
き
活
き
と
漢
温
ま
る
柚
子
湯
か
な 

 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
庭
で
採
っ
た
柚
子
で
ゆ
っ
た
り
と
湯
に
つ
か
る
。
ま
さ
に
生
き
返
っ
た
気
分
で
あ
る
。 

節
料
理
女
賑
わ
ふ
厨
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
こ
れ
も
な
に
や
ら
昭
和
の
追
想
め
く
。
映
画
な
ら
東
宝
か
松
竹
か
。「
賑
わ
ひ
」
は
「
賑
は
ひ
」
？ 

 
 

 

※
編
集
子
・
・
・
亜
也
さ
ん
の
ご
指
摘
ど
お
り
、「
賑
わ
ふ
」
は
「
賑
は
ひ
」
が
正
し
い
表
記
で
す
。 

十
一
人
親
族
集
ま
り
雑
煮
膳 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
親
族
が
多
数
集
え
ば
食
べ
物
は
何
で
あ
れ 

隆
さ
ん
・
・
・
・
核
家
族
が
理
想
だ
っ
た
日
本
、
今
や
大
家
族
を
愛
で
る
時
代
。 

初
夢
は
家
で
転
ん
で
膝
さ
す
り 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
転
ぶ
ま
で
の
夢
を
み
る
と
し
て
も
膝
を
さ
す
る
ま
で
が
面
白
い
。 

 
 

我
が
町
の
い
つ
も
と
違
ふ
初
景
色 

 
 
 
 
 
 
 

昇 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
日
の
丸
も
で
て
い
な
い
が
、
な
に
か
清
々
し
い
元
旦
の
朝
の
町
。 

淑
気
溢
ち
朝
焼
け
滲
む
東
山 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 
 
 
 

※
編
集
子
・
・
・
淑
気
（
新
年
）
と 

朝
焼
け
（
夏
）
の
季
重
な
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

一
点
句 

せ
ち
料
理
老
夫
婦
分
お
取
り
寄
せ 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・「
老
ひ
て
取
る
お
節
料
理
の
目
出
度
さ
や
」
で
も
。 
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近
松
の
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
初
芝
居 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
初
芝
居
に
こ
の
演
目
？
と
私
も
思
い
ま
し
た
。 

発
起
し
て
ク
ス
ワ
ッ
ト
始
む
寒
の
入
り 

 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
寒
の
入
り
に
一
念
発
起
と
は 

意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

初
夢
を
見
た
ね
忘
れ
た
老
夫
婦 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
初
夢
を
見
た
か
尋
ぬ
る
老
夫
婦
」
で
も
。
初
夢
は
、
正
月
の
宝
く
じ
の
よ
う
な
風
物
詩
。 

冬
空
や
浮
か
ぶ
雲
な
く
息
白
く 

 
 
 
 
 
  

國
護 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
真
っ
青
な
冬
の
空
と
吐
く
息
の
白
さ
の
対
比
が
面
白
い
、 

参
道
を
神
馬
曳
か
れ
て
淑
気
満
つ 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
神
社
で
白
い
馬
に
出
会
っ
た
り
し
た
ら
な
ん
と
な
く
気
が
引
き
締
ま
り
幸
せ
を
貰
っ
た
よ
う
な 

気
分
に
な
り
ま
せ
ん
か
？ 

の
し
の
し
と
ふ
く
ら
雀
の
妊
婦
さ
ん 

 
 
 

百
合
子 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
寒
気
を
防
ぐ
た
め
全
身
の
羽
毛
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
の
に
、
妊
婦
の
お
腹
の
よ
う
な
膨
れ
方
だ
と 

は
・
・
・
。 

相
次
い
で
経
文
聴
く
や
冬
ざ
る
る 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
冬
ざ
る
る
の
一
言
が
す
べ
て
を
語
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。 

元
旦
や
干
支
の
鈴
さ
げ
息
子
来
る 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
令
和
の
今
、
息
子
が
来
る
だ
け
で
も
上
等
。
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と
音
も
聞
こ
え
て
楽
し
い
句
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖ 

【
次
回
青
葉
会
】 

第
四
百
七
十
八
回 

青
葉
会 

 
 

日
時
・
場
所
：
令
和
八
年
二
月
二
十
六
日
（
木
）
十
三
時
か
ら 

丸
紅
本
社 
４
階
会
議
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
初
句
会
に
続
い
て
丸
紅
本
社
４
階
の
会
議
室
で
す
。 

 
 
 

ご
出
句
数
：
ご
出
席
予
定
者
は
５
句 

ご
投
句
の
方
は
２
句 

を
目
処
に
ご
提
出
下
さ
い
。 

 
 
 

ご
出
句
〆
切
：
二
月
二
十
一
日
（
土
） 

 

第
四
百
七
十
九
回 

青
葉
会 

 
 

日
時
・
場
所
：
令
和
八
年
三
月
二
十
六
日
（
木
）
十
三
時
か
ら 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
田
谷
区
施
設 

三
軒
茶
屋
し
ゃ
れ
な
あ
ど
六
階 

部
屋
名
：
ビ
ー
ナ
ス 

 
 
 

ご
出
句
数
は
二
月
に
同
じ
。 

ご
出
句
〆
切
は
三
月
二
十
一
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖ 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

今
回
の
初
句
会
ご
出
席
者
は
九
名
。
大
阪
か
ら
堂
哉
さ
ん
が
お
越
し
く
だ
さ
り
、
披
講
時
に
は
、
い
つ
も
よ

り
闊
達
に
ご
意
見
や
句
に
想
起
さ
れ
る
お
話
な
ど
で
和
気
藹
々
と
新
年
ら
し
い
句
会
と
な
り
ま
し
た
。 

一
方
、
孤
舟
選
者
は
暫
く
選
句
の
み
で
の
ご
参
加
で
お
早
い
ご
快
癒
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

二
、 

句
会
の
結
果
は
ご
覧
の
よ
う
に
、
千
恵
さ
ん
が
初
め
て
の
最
高
点
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
一
茶
の
「
雪
五
尺
」

が
ず
っ
と
心
に
在
り
今
年
の
北
日
本
、
日
本
海
側
の
豪
雪
が
思
わ
れ
出
来
た
句
だ
そ
う
で
す
。
最
高
点
初
獲

得
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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《 

関
係
者
近
詠 

》 

 
青
葉
会
句
友
の
古
田
昇
さ
ん 

朝
日
俳
壇
に
登
場
！ 

昨
年
の
青
葉
会
の
総
括
の
中
で
案
内
さ
れ
た
各
月
の
最
高
得
点
獲
得
４
回
の
古
田
昇
さ
ん
が
朝
日
新
聞
「
朝
日
俳
壇
」
に
投 

句
さ
れ
（
久
し
ぶ
り
の
ご
投
句
だ
っ
た
そ
う
で
す
）
、
選
者
大
串
章
氏
選
の
中
で
一
番
目
の
選
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

※
朝
日
新
聞
を
取
っ
て
お
い
で
の
方
は
今
年
二
月
一
日
（
日
）
発
行
の
新
聞
で
す
。 

急
逝
の
友
の
癖
字
の
賀
状
来
る 

 
 

古
田 

 

昇 

 
 

選
者 

大
串
章 
評 

賀
状
が
届
く
前
に
発
信
人
が
死
去
。
唖
然
と
し
て
「
友
の
癖
字
」
に
見
入
る
。 

 

つ
い
そ
こ
に
内
館
牧
子
風
の
盆 

 
 

山
内 

天
牛 

 
 
 

内
館
牧
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
の
記
事
に
、
か
つ
て
青
葉
会
で
風
の
盆
に
お
出
か
け
に
な
っ
た
時
に 

内
館
さ
ん
が
い
ら
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
て
追
悼
の
思
い
を
込
め
て
作
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

 春
か
ら
は
縁
起
か
つ
ぎ
の
神
田
明
神 

 

橋
口 

隆 

初
春
は
母
と
散
歩
の
光
中 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 

い
つ
も
は
選
句
の
み
の
隆
さ
ん
で
す
が
、
時
に
は
作
句
も
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
是
非
！ 

  
 

吹
か
れ
て
は
吹
か
れ
て
低
く
秋
小
灰
蝶 

 
 
 
 

弘
子 

白
萩
の
紅
萩
の
下
（
も
と
）

通
り
や
ん
せ 

 
 
 
 
 

仝 

念
仏
を
ま
う
せ
や
ま
う
せ
鉦
叩 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

聞
き
分
け
の
良
き
上
の
児
よ
初
紅
葉 

 
 
 
 
 
 

仝 

す
つ
ぽ
り
と
雀
隠
る
る
蘆
穂
波 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

女
房
の
始
末
才
覚
西
鶴
忌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

虫
売
の
一
服
腰
の
長
煙
管 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

 

空
井
戸
の
滑
車
か
ら
か
ら
亀
城
の
忌 

 
 
 
 
 

青
史 

村
芝
居
夫
は
今
年
も
馬
の
脚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

馬
の
脚
ふ
た
り
楽
屋
で
新
走 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

蛇
笏
忌
や
露
の
い
の
ち
を
愛
ほ
し
む 

 
 
 
 
 
 

仝 

爽
籟
や
す
ぐ
に
腹
切
る
太
平
記 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

固
定
電
話
所
在
無
げ
な
る
寒
露
か
な 
 
 
 
 
 
 

仝 

新
酒
酌
む
べ
し
こ
の
先
あ
ま
り
長
く
な
い 

 
 
 
 

仝 

―
―
―
―
―

〝
森
の
座
〟 

 

横
澤
放
川
選
（
日
経
新
聞
俳
壇
選
者
） 

  
 
 
 

令
和
八
年
二
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

（
了
） 


